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団体のステップアップの契機としての助成～ＷＡＭ助成への期待

3つの「明朗」
大河ドラマにもなった明治時代の実業家・

渋沢栄一は、教育や社会福祉など多くの民
間事業についても寄付発起人などで応援し
ている。発起人を引き受ける際の判断基準
は、３つの「明朗」だったと言われており、
事業の目的、担い手の意志（心意気）、そし
て会計とのことだ。
3 つの明朗は、寄付だけではなく、ＷＡ

Ｍ助成をはじめとした助成一般でも、助成
金の出し手である助成団体と受け手である
活動団体との関係性において現在でも通じ
るものがありそうだ。

垣根の低さと間口の広さ
ＷＡＭ助成は、公的資金を助成財源とし

ながら、福祉などの制度のはざまに対応す
る事業であれば応募対象となり、応募者に
ついても、法人格のない団体も対象として
いる ( 要件があり詳細は募集要領等参照 )。
さらには、助成プログラムによって異なる
が、助成金額が 50 万円から 900 万円と、
応募者にとって垣根が低く間口の広い助成
事業を目指している。担当部署名が「NPO
リソースセンター」であることからも、多
様なグループ・団体の活動の振興がコンセ
プトであろう。

団体内部での
ディスカッションの大切さ

垣根が低く間口の広い助成プログラムで
あれば、即座に申請書作成の流れになりそ
うだが、この間にもう一つのプロセスをぜ
ひとも加えてほしい。それは、活動団体に
とっても、助成申請を検討するためのスタ
ッフや仲間との議論のプロセスは、ある意
味で自団体の活動の振り返りやこれからの
ビジョンづくりのためにも良い機会となる
と捉えたいからだ。
たとえば、「自分たちはなぜ活動をしてい

るのか」、「自分たちが取り組んでいる課題
（テーマ）は何か。誰のために活動をしてい
るのか」、「課題を解決するために何をして
いるのか。どのような具体的手段で課題を
解決しようとしているのか」などのテーマ
が挙げられる。
これらの協議や意見交換の結果が申請書

の記載内容のベースになったり、たとえ応
募に結びつかなくとも、自団体の次の目標
設定の契機になると考える。併せて、上記
の協議テーマは、実はＷＡＭ助成をはじめ
多くの助成団体の審査の際のポイントに近
い要素であることも付け加えておきたい。

ＷＡＭ助成のホームページ
さらに、ＷＡＭのホームページは、情報

の宝島であることも紹介しておきたい。
各種オンライン学習会やシンポジウムな

どのアーカイブ資料に加えて、助成事業の
評価報告書や助成事業の優良事例紹介コー
ナーもある。これらの情報では助成金の使
途の紹介にとどまらず、課題解決に向けた
他団体との連携内容、解決へのプロセスの
詳細、そして今後の課題などが掲載されて
おり、これから事業に取り組もうとしてい
る団体などにとっても大いにヒントになる
情報が得られる。
ＷＡＭ助成では、コロナ禍の時期には、

通常助成枠とは別個に、緊急助成として生
活困窮者等支援の助成事業も臨機に実施し
た。今後も、助成先の団体の声を活かしな
がら助成プログラムの充実に期待したい。
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